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湯
澤
さ
ん
は
、
今
年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
。
高
木
さ
ん
と
同
じ
く
数
学
科
で
、
教

職
課
程
も
専
攻
し
、「
先
生
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
り
勉
強
を
教
わ
っ
た
り
し
た
お
か
げ
で
無
事

に
卒
業
で
き
ま
し
た
」と
先
輩
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、
刺
激
を

受
け
て
成
長
で
き
た
」と
大
学
生
活
を
ふ
り
返

り
ま
す
。
故
障
で
苦
し
い
日
々
も「
周
り
で
応

援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
た
」
と

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

駅
伝
は
、『
襷
を
つ
な
ぐ
』と
い
う
チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
す
。
平
成
26
年
の
全
日
本
大
学
女
子
選

抜
駅
伝
競
走（
富
士
山
女
子
駅
伝
）で
は
、
当
時

４
年
生
の
高
木
さ
ん
に「
大
学
最
後
の
大
会
を

悔
い
な
く
思
い
っ
き
り
走
っ
て
ほ
し
い
」と
襷
を

渡
し
た
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
湯
澤
さ
ん
に
襷

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
く
、
大
会
ご
と
に
全
力

を
出
す
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
女
子
駅
伝
部
の
主
将
を
務
め
た
間

は
、「
積
極
的
に
話
し
か
け
、
み
ん
な
の
状
態
を

把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
」と
の
こ
と
で
す
。

「
昨
年
末
の
富
士
山
女
子
駅
伝
は
、
直
前
の
故

障
で
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
生
以

下
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
果
た

し
、
い
よ
い
よ
優
勝
が
見
え
て
き
ま
し
た
」と

後
輩
に
期
待
を
寄
せ
る
湯
澤
さ
ん
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
で
い
ち
ば
ん
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
レ
ー
ス
は
、
大
学
１
年
の
ま
つ
え
レ
デ
ィ
ー
ス

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」と
高
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
自
信
が
な
い
ま
ま
広
島
の

高
校
か
ら
名
城
大
学
に
進
学
し
、
早
く
も
一
年

目
で
優
勝
で
き
た
こ
と
で
、
新
し
い
自
分
を
発

見
で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
数
々
の
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
員
資
格
の
取
得
も
目
指
す
数
学
科

の
学
生
と
し
て
学
業
を
大
切
に
し
つ
つ
、
足
の

故
障
に
悩
ま
さ
れ
る
時
期
が
あ
り
な
が
ら
も
、

女
子
駅
伝
部
の
一
員
と
し
て
各
種
大
会
で
好
成

績
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
ユ
ニ
ク
ロ
に
入
社
し
、
平
成
28
年

に
天
満
屋
へ
移
籍
し
ま
し
た
。「
将
来
は
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
い
う
高
木
さ

ん
が
、
目
標
に
向
け
て
準
備
で
き
る
環
境
を
考

え
て
の
こ
と
で
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
ハ
ー
ド

な
練
習
で「
天
満
屋
の
強
さ
の
理
由
は
こ
こ
に

あ
っ
た
の
か
」と
実
感
し
た
そ
う
で
す
。
仕
事

と
練
習
の
両
立
に
つ
い
て
は
、「
大
学
時
代
に
勉

強
と
部
活
の
両
立
で
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、
忙
し

さ
は
苦
に
な
ら
な
い
」と
言
い
ま
す
。

　

高
木
さ
ん
は
今
、『
故
障
し
な
い
身
体
づ
く

り
』を
進
め
て
い
ま
す
。
将
来
、マ
ラ
ソ
ン
で
の

メ
ダ
ル
獲
得
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

学
生
奨
励
表
彰
式

（
２
年
生
当
時
）

学
生
奨
励
表
彰
式

（
３
年
生
当
時
）

湯
澤
ほ
の
か
さ
ん

【
表
彰
年
度
】 

平
成
25
年
度（
１
年
生
）・26
年
度（
２
年
生
）・

27
年
度（
３
年
生
）・28
年
度（
４
年
生
）

【
卒
業
】 

平
成
29
年
３
月 

理
工
学
部
数
学
科

【
入
社
】 

平
成
29
年
４
月 

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

女
子
陸
上
競
技
部 

在
籍

高
木
綾
女
さ
ん

【
表
彰
年
度
】 

平
成
23
年
度（
１
年
生
）・

25
年
度（
３
年
生
）・26
年
度（
４
年
生
）

【
卒
業
】 

平
成
27
年
３
月 

理
工
学
部
数
学
科 

【
入
社
】 

平
成
28
年
４
月 

株
式
会
社
天
満
屋 

女
子
陸
上
競
技
部 

在
籍

駅
伝
と
い
う
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る
経
験
を
通
し
て
、

人
と
し
て
鍛
え
ら
れ
た
。

湯澤さんにとって大学生活で最も思い出深いのは、
昨年秋の『第34回全日本大学女子駅伝対校選手権
大会（杜の都駅伝）』です。3区を走り、圧倒的な速
さで区間賞を獲得して、総合３位に大きく貢献しま
した。将来はマラソンに転向してオリンピックを
目指したいとのことで、今後、実業団ランナーとし
てのますますの活躍が期待されます。

高木さんにとって今まででいちばん悔しかったレースが、大学４年の『第32回
全日本大学女子駅伝対校選手権大会（杜の都駅伝）』でした。「私がもっといい走り
ができていたら、もっと上位の成績も狙えたのに」とふり返ります。今も名城大
学女子駅伝部と後輩の走りを心から応援し、「私の大学でのレース記録を抜かれ
るとしたら、名城大学の後輩に記録を書き換えてほしい」と語る高木さんです。

※平成28年度の
　学生奨励表彰式の様子は
　31・32ページをご覧ください。

めざましい活躍が認められた 学生を理工学部後援会が表彰
する学生奨励制度。走る理系女 子として女子駅伝部で活動し、
表彰を受けた二人の学生の現在 を追いました。

走る理系女子先
輩
と
後
輩
と
の
間
で
、

襷
に
託
し
て

熱
い
思
い
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

た
す
き

あ
や
め



　

電
気
電
子
技
術
は
、
現
代
社
会
に

お
い
て
重
要
な
基
盤
技
術
で
す
。
家

電
製
品
を
は
じ
め
情
報
通
信
や
、
ク

リ
ー
ン
な
太
陽
光
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
、
車
な
ど
の
輸
送
機
器
や
食
品
・

医
療
関
連
機
器
ほ
か
多
様
な
分
野
に

関
連
し
、
社
会
の
進
展
に
は
電
気
電

子
技
術
が
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
電
気

電
子
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
学

び
、
実
社
会
で
役
立
つ
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍

を
視
野
に
、
短
期
の
海
外
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
も
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
研
究
室
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
環

境
」「
材
料
」に
関
係
す
る
テ
ー
マ
の
研

究
で
あ
れ
ば
分
野
に
関
わ
ら
ず
何
で

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
主
な
研

究
は
植
物
油
を
用
い
た
電
力
機
器
絶

縁
の
構
築
、
極
低
温
誘
電
体
材
料
の

機
能
性
向
上
、
高
電
界
パ
ル
ス
に
よ

る
大
腸
菌
殺
菌
、
藻
か
ら
の
化
石
燃

料
の
抽
出
な
ど
研
究
テ
ー
マ
は
多
岐

に
わ
た
り
、
今
後
と
も
新
た
な
テ
ー

マ
を
次
々
と
探
し
て
い
く
方
針
で
す
。

農
学
部
と
も
連
携
す
る
な
ど
自
由
な

研
究
環
境
の
も
と
、
学
部
生
か
ら
博

士
課
程
後
期
の
学
生
た
ち
も
積
極
的

に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

名城大学理工学部学部長
加鳥 裕明

「
研
究
の
名
城
」と
し
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
。

　

先
ご
ろ
「
青
色
L
Ｅ
Ｄ
を
起
点
と
し
た
新
規
光
デ

バ
イ
ス
開
発
に
よ
る
名
城
大
ブ
ラ
ン
ド
構
築
プ
ロ
グ

ラ
ム
」が
、
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
支
援
事
業
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
北
陸
・
東
海
地
区
で
選
ば
れ
た

の
は
本
校
の
み
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て『
名
城
大
学
・

光
デ
バ
イ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
』を
創
設
し
、
次
な
る

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
つ
な
が
る
研
究
を
深
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
理
工
学
部
全
体
が
ま
す
ま
す

の
教
育
・
研
究
の
質
の
向
上
を
図
り
、「
研
究
の
名
城
」

ブ
ラ
ン
ド
を
国
際
的
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

電
気
電
子
工
学
科
　

村
本
裕
二
・
村
上
祐
一 

研
究
室
　
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の

進
出
を
可
能
に
す
る

基
礎
力
・
応
用
力
を
養
成
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

伊
藤 

昌
文

理工学部2017
研究の名城国際展開

研究室
PICKUP

　

今
や
情
報
工
学
は
、
産
業
の
み
な

ら
ず
社
会
生
活
を
機
能
さ
せ
る
上
で

不
可
欠
な
存
在
で
す
。
本
学
科
で
は
、

広
大
な
情
報
工
学
の
分
野
を
系
統
的

に
習
得
で
き
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
学
生
は

個
々
の
目
標
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
従
っ
て
学
習
で
き
、
複
数
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」

と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
開
発
等
を
競
う

学
外
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
積
極
サ

ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア

を
カ
タ
チ
に
す
る
「
研
究
の
面
白
さ
」

を
、
ぜ
ひ
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と

は
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、何
で
も
、

誰
で
も
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て

情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
便
利
な
世

の
中
で
す
。
研
究
室
で
は
、こ
う
し
た

環
境
で
求
め
ら
れ
る
通
信
ス
タ
イ
ル
の

実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。他
大
学
や
企
業
と
の
共
同
研
究

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
安
全
な
家
電
の
遠
隔

制
御
や
地
域
バ
ス
の
運
行
状
況
を
確
認

す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
具
体
化
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
研
究
を
通
じ
て

最
先
端
の
知
識
、広
い
視
野
と
議
論
す

る
力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

情
報
工
学
科
　

鈴
木
秀
和 

研
究
室
　
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
推
進

研
究
に
積
極
的
な
学
生
を

徹
底
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を

充
実
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

柳
田 

康
幸

研究室
PICKUP

　

本
学
科
で
は
、
数
学
を
系
統
的
に

学
べ
る
よ
う
に
代
数
学
・
解
析
学
・
幾

何
学
・
数
理
情
報
・
計
算
機
科
学
の
５

分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま

す
。
広
く
て
深
い
学
問
で
あ
る
数
学

を
通
し
て
養
う
論
理
的
思
考
力
は
、

様
々
な
場
面
で
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
、
志
望
者
が
多
い
数

学
教
員
以
外
に
も
、
数
学
的
な
思
考

力
を
備
え
た
人
材
を
求
め
る
企
業
な

ど
幅
広
く
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
数
学
の
講
義
で
多
く
の
数
学

の
言
葉
を
学
ぶ
た
め
、
１
回
の
欠
席

が
そ
の
後
の
負
担
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
規
則
正
し
い
生
活
で
日
々
の
講

義
や
研
究
と
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

数
学
の
一
分
野
で
あ
る「
ト
ポ
ロ

ジ
ー（
位
相
幾
何
学
）」を
テ
ー
マ
と
す

る
研
究
室
で
す
。
見
た
目
の
情
報
に

と
ら
わ
れ
ず
、
モ
ノ
の
つ
な
が
り
方
や

カ
タ
チ
の
本
質
を
考
え
る
と
い
う
ト

ポ
ロ
ジ
ー
の
観
点
に
立
つ
と
、『
マ
グ

カ
ッ
プ
と
ド
ー
ナ
ツ
は
本
質
的
に
同
じ

も
の
』に
分
類
さ
れ
ま
す
。
研
究
室
で

は
、
立
体
模
型
や
平
面
図
な
ど
を
も

と
に
、
学
生
た
ち
が
互
い
の
意
見
を

交
わ
し
合
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、

物
事
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視

点
と
論
理
的
思
考
力
に
加
え
、
自
分

の
考
え
を
整
理
し
て
言
葉
で
説
明
す

る
能
力
も
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

数
学
科
　

長
郷
文
和 

研
究
室
　
様
々
な
カ
タ
チ
の
本
質
を
考
え
る

数
学
を
通
し
て
現
実
世
界
を

見
渡
し
、問
題
解
決
へ
と
導
く

論
理
的
思
考
力
を
育
む
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

江
尻 

典
雄

研究室
PICKUP

　

高
校
ま
で
は
、
す
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
事
象
を
学
ぶ
こ
と
が
中
心
で

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
学
は
、
こ

と
に
理
系
分
野
は
、
未
だ
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
研
究
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う

と
す
る
場
で
す
。
大
学
生
に
は
、自
ら

考
え
て
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
養
教
育

で
は
、
数
学
・
物
理
・
化
学
・
英
語
を
中

心
に
、
専
門
的
な
研
究
に
進
む
際
の

基
礎
力
を
身
に
つ
け
つ
つ
、
人
文
科
学

や
社
会
科
学
ほ
か
幅
広
く
学
び
、
多

角
的
な
視
点
で
考
え
る
力
を
養
い
ま

す
。『
人
と
し
て
の
豊
か
さ
』は
将
来
、

社
会
人
と
し
て
の
人
生
を
実
り
あ
る

も
の
に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

教
養
教
育
　

研
究
に
際
し
て

多
角
的
な
視
点
か
ら

物
事
を
捉
え
、
考
え
る

ベ
ー
ス
の
力
を
養
う
。

　
　
　

教
養
教
育
長　

田
中 

義
人 0708
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東
海
地
区
は
、
自
動
車
、
航
空
機
、

鉄
道
車
両
等
の
交
通
機
械
の
製
造
開

発
で
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
エ
リ
ア
で

す
。
そ
し
て
、
交
通
に
軸
足
を
置
い
た

「
交
通
機
械
工
学
科
」は
、全
国
的
に
も

稀
な
存
在
で
す
。
本
学
科
で
は
モ
ノ

づ
く
り
に
必
要
な
機
械
工
学
の
基
礎

学
力
と
応
用
技
術
に
加
え
て
、
交
通
機

械
を
取
り
巻
く
環
境
や
安
全
問
題
に

対
応
で
き
る
セ
ン
ス
も
身
に
つ
け
た
機

械
技
術
者
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

50
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

社
会
で
よ
り
活
躍
す
る
た
め
に
、
研
究

を
深
め
て
専
門
性
を
高
め
ら
れ
る
大

学
院
進
学
も
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

菅
野
研
究
室
で
は
、
人
工
衛
星
な
ど

の
宇
宙
機
の
推
進
や
姿
勢
・
軌
道
制
御

に
用
い
る「
ス
ラ
ス
タ
」に
お
け
る
燃
焼

過
程
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
宇

宙
空
間
で
は
、
素
早
い
着
火
・
燃
焼
性
、

軽
量
で
故
障
し
に
く
い
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
燃
焼
用
成
分
の
配
合

や
着
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
燃
焼
現
象

を
高
精
度
に
制
御
す
る
必
要
が
あ
り
、

様
々
な
推
進
薬
や
燃
料
に
つ
い
て
、
化

学
構
造
の
違
い
に
注
目
し
な
が
ら
実
験

計
測
、分
析
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
や
大
阪
大
学
と
の
共

同
研
究
も
進
め
て
お
り
、
新
た
な
る
提

案
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
機
械
工
学
科　

菅
野 

望 

研
究
室　

研
究
を
通
じ
て
宇
宙
開
発
事
業
に
貢
献

社
会
に
貢
献
で
き
る

交
通
機
械
の

優
れ
た
技
術
者
を
育
成
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

鈴
木 

昌
弘

研究室
PICKUP

　

機
械
工
学
は
、
自
動
車
・
鉄
道
・
航

空
機
・
工
作
機
械
・
医
療
・
環
境
・エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
と
サ
ー
ビ

ス
に
関
わ
り
、
社
会
基
盤
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
、
第
４
次
産
業
革
命

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
機
械
工
学
と
情

報
の
融
合
が
進
み
、
I
o
Ｔ（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
学
科
で
は
日
本
の
強

み
で
あ
る「
モ
ノ
づ
く
り
」を
支
え
る
べ

く
、
体
験
に
よ
る
実
感
を
伴
う
知
識
を

吸
収
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で

い
ま
す
。
学
部
で
は
企
画
・
設
計
・
製

作
・
評
価
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
問
題
発

見
・
解
決
力
を
育
て
、
大
学
院
で
は
よ

り
高
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ハ
研
究
室
で
は
、
プ
ラ
ズ
マ

を
用
い
た
表
面
処
理
加
工
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
同
研
究
室

で
は
、
工
具
な
ど
の
耐
久
性
を
高
め
、

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
高
速
で
低

電
力
の
窒
化
処
理
を
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
自
動
車
や
電
子
機
械
な
ど

の
製
造
現
場
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的

に
、
広
い
表
面
積
を
均
一
に
加
工
可

能
に
す
る
技
術
や
マ
シ
ン
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
研

究
室
は
教
授
と
学
生
の
活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
特
長
の
ひ
と
つ
で
、

学
生
た
ち
は
海
外
の
学
会
で
の
発
表

の
機
会
も
得
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

機
械
工
学
科　

ペ
ト
ロ
ス
・
ア
ブ
ラ
ハ 

研
究
室　

自
由
闊
達
な
意
見
交
換
で
研
究
に
邁
進

メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

自
ら
考
え
、
積
極
的
に

行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

藤
山 

一
成

研究室
PICKUP

　

本
学
科
で
は
、L
E
D
や
ナ
ノ
カ
ー

ボ
ン
な
ど
の
新
材
料
か
ら
機
能
性
材

料
、
生
体
材
料
ま
で
幅
広
い
領
域
に

わ
た
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
理
工

学
部
の
他
学
科
や
農
学
部
、
薬
学
部

と
も
連
携
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
公
開
講
座
で
一
般

向
け
に
研
究
を
解
説
す
る
な
ど
の
機

会
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
自
身
の

研
究
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
国
際
的
な
視

点
か
ら
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

企
業
と
の
共
同
研
究
の
機
会
も
あ
り

ま
す
。
大
学
院
で
研
究
を
深
め
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
へ
と
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
や
半
導
体
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
や

家
電
製
品
か
ら
自
動
車
な
ど
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
電
気
製
品

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
子
部
品
の

ほ
と
ん
ど
は
、
シ
リ
コ
ン
、
砒
化
ガ
リ

ウ
ム
な
ど
の
半
導
体
結
晶
で
で
き
て

い
る
の
で
す
。
成
塚
研
究
室
で
は
、

様
々
な
半
導
体
材
料
の「
結
晶
成
長
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
世
界
の
誰

も
や
っ
て
い
な
い
作
り
方
で
新
材
料

を
」と
い
う
意
気
込
み
の
も
と
、
学
生

た
ち
は
成
長
装
置
等
を
使
っ
て
結
晶

成
長
の
実
験
・
分
析
作
業
な
ど
を
行

い
、
研
究
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

材
料
機
能
工
学
科　

成
塚
重
弥 

研
究
室　

半
導
体
材
料
の
研
究
を
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

世
界
的
な
問
題
解
決
に
向
け

技
術
者
、
研
究
者
を
養
成
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

上
山 

智
研究室
PICKUP

　

自
動
車
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
工
業
製
品

は
物
質
材
料
の
化
学
的
な
特
性
を
活

か
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
化
学
は
、

原
子
や
分
子
の
結
合
に
注
目
し
て
そ

の
構
造
を
探
っ
た
り
、
化
学
反
応
に

よ
っ
て
新
た
な
物
質
を
生
み
出
し
て

い
く
学
問
で
す
。
本
学
科
で
は「
合

成
化
学
」「
物
質
・
材
料
化
学
」「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
」の
３
領
域
を
設
置

し
、
化
学
に
立
脚
し
た
学
び
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」「
環
境
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

化
学
の
知
識
に
基
づ
い
た
新
技
術
の

開
発
に
つ
な
が
る
研
究
を
展
開
し
、

広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
と
は
、
炭

素
原
子
が
網
目
の
よ
う
に
結
び
つ
い

て
筒
状
に
な
っ
た
も
の
で
、
軽
量
・
高

強
度
・
柔
軟
な
ど
の
特
性
を
持
つ
新

素
材
と
し
て
各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
炭
素
の
配
列
な
ど
構
造

を
変
え
る
こ
と
で
、
強
度
や
導
電
性

な
ど
の
性
質
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

か
ら
、
丸
山
研
究
室
で
は
、
様
々
な

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
を
作
製
し
、

成
長
さ
せ
る
試
み
を
重
ね
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手
が
け

た
も
の
が
未
来
の
新
素
材
と
な
る
期

待
を
胸
に
、
日
々
、
実
験
・
分
析
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

応
用
化
学
科　

丸
山
隆
浩 

研
究
室　
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
結
晶
成
長

化
学
に
基
盤
を
置
く

材
料
開
発
の
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
求
。

　
　
　
　
　
　

学
科
長　

永
田 

央
研究室
PICKUP

0910



　

建
築
の
学
問
領
域
は
、エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
か
ら
ア
ー
ト
ま
で
の
幅
広
い

分
野
に
わ
た
り
ま
す
。
本
学
科
で
は
、

40
代
を
中
心
と
す
る
業
界
の
最
先
端

で
活
躍
中
の
教
授
陣
が
研
究
活
動
を

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
建
築
分
野
に
関

わ
る
幅
広
い
領
域
の
基
礎
知
識
を
修

得
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
、

専
門
分
野
の
み
強
い
職
人
で
は
な
く
、

大
学
教
育
を
受
け
た
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト

と
し
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

学
生
に
は
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め

合
い
、
物
事
を
常
に
多
角
的
な
視
点

か
ら
思
考
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

寺
西
研
究
室
で
は
建
築
の
材
料
と

生
産（
施
工
）を
専
門
と
し
て
お
り
、特

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
に
つ
い
て
の
研

究
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。日
常
の

研
究
活
動
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
を
調
べ
る
な
ど
学
内
で
の
実
験
と

解
析
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
新
建
材

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

す
が
、す
で
に
日
本
で
百
年
に
わ
た
る

歴
史
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、古
い

建
築
物
の
維
持
・
保
全
の
方
法
を
考
え

る
た
め
の
調
査
も
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
で
、世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た
軍
艦

島
を
調
査
す
る
な
ど
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

建
築
学
科　

寺
西
浩
司 

研
究
室　

建
築
の
基
盤
で
あ
る
材
料
に
着
目

広
い
学
問
領
域
を
通
じ
て

多
角
的
な
観
点
か
ら

思
考
す
る
習
慣
を
つ
け
る
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

寺
西 

浩
司

研究室
PICKUP

　
「
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」と
言
わ

れ
ま
す
。
環
境
を
取
り
ま
く
様
々
な

課
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
環
境

創
造
学
科
で
は
、
基
礎
学
力
を
重
視

し
た
指
導
を
行
い
、
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
研
究
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、エ

ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
循
環
分
野
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
べ
く
、
平
成
32
年
度
以

降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
技
術
士（
環
境
部
門
）な

ど
各
種
資
格
取
得
や
、
専
門
性
を
高

め
る
大
学
院
進
学
へ
の
支
援
も
充
実

さ
せ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
社
会
に

貢
献
し
、
広
く
社
会
で
求
め
ら
れ
る

人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
環
境
工
学
や
、
気
象
現
象
が

生
物
に
与
え
る
影
響
を
探
る
生
気
象

学
を
中
心
に
、
人
と
環
境
に
つ
い
て

幅
広
く
探
求
し
て
い
る
研
究
室
で

す
。
省
エ
ネ
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持

続
可
能
）か
つ
快
適
な
社
会
づ
く
り
の

た
め
、
人
工
気
候
室
を
用
い
て
温
度
・

湿
度
に
よ
る
人
体
の
変
化
に
つ
い
て

の
計
測
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
照
明
と
作

業
効
率
の
関
係
や
、
湿
度
が
人
体
に

与
え
る
影
響
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
互
い
に
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
実
験
・
分
析
を
重

ね
て
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
創
造
学
科　

垣
鍔 

直 

研
究
室　

健
康
で
最
適
な
条
件
な
ど
を
探
る

持
続
可
能
な
社
会
の
進
展
に

貢
献
し
、
次
代
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

道
正 

泰
弘

研究室
PICKUP

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
日
本
の
産
業

を
支
え
る
重
要
な
技
術
で
す
。本
学
科

で
は
電
気
・
機
械
・
制
御
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
各
分
野
と
連
携
し
た
教
育
で
、

俯
瞰
的
に
シ
ス
テ
ム
を
捉
え
ら
れ
る

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
的
思
考
」の
人
材
を

養
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
大

学
院
が
開
設
し
、
研
究
体
制
が
よ
り

充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
学
部
生
も
１

年
次
か
ら
ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
す
る
な
ど

研
究
に
意
欲
的
で
す
。
電
気
・
機
械
融

合
機
械
や
、
ナ
ノ・マ
イ
ク
ロ
技
術
を

用
い
た
医
療
機
械
な
ど
、
新
し
い
機

械
を
創
造
す
る
設
計
能
力
を
備
え
た

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
機
構
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
・
セ
ン
サ
・
制
御
回
路
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
な
ど
、
様
々

な
技
術
を
統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
働
く
ロ
ボ
ッ
ト

の
実
用
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
大

原
研
究
室
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

全
体
の
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
や
産
業
機
器
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で
、
多
様
な
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち

は
、
共
同
研
究
相
手
や
学
会
な
ど
で

の
成
果
発
表
を
通
じ
て
、『
社
会
に
通

じ
る
人
材
』と
し
て
の
能
力
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科　

大
原
賢
一 

研
究
室　

人
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
・
開
発

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
的
思
考
で

新
た
な
機
械
を

創
造
す
る
人
材
を
養
成
。

　
　
　
　
　
　

学
科
長　

楊 

剣
鳴

研究室
PICKUP

　

本
学
科
は
、
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
高

度
な
設
備
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
下
で
学
生
た
ち
は
研

究
・
発
表
に
果
敢
に
挑
み
、
学
部
生
で

一
流
学
術
誌
に
論
文
掲
載
し
、
院
生

が
様
々
な
優
秀
研
究
発
表
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
国
際
感
覚
を
養
う「
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」な
ど

も
整
え
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
で

持
続
可
能
な
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
創

り
上
げ
て
守
り
ゆ
く「
シ
ビ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
育
成
」を
目
指
し
て
お
り
、

専
門
性
を
高
め
て
社
会
で
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
活
躍
を
す
べ
く
、
大
学
院
へ
の
進

学
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
着
任
し
た
中
村
一
樹
准
教
授

は
、
都
市
・
交
通
計
画
と
都
市
デ
ザ
イ

ン
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
中
村
研

究
室
で
は
、
例
え
ば
道
づ
く
り
に
お
い

て
、
機
能
や
効
率
の
観
点
か
ら
出
発

点
と
目
的
地
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、

安
全
性
や
快
適
性
な
ど
も
考
慮
し
た

道
の
計
画
や
実
現
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
研
究
し
ま
す
。
歩
き
や
す
い

空
間
づ
く
り
は
、
街
の
経
済
的
な
活

性
化
の
ほ
か
、
歩
く
人
の
心
や
体
の
健

康
改
善
に
よ
り
生
活
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
研
究
室
で
は
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
歩
行
環
境

の
体
感
評
価
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

中
村
一
樹 

研
究
室　

快
適
・
安
全
に「
歩
け
る
街
」を
デ
ザ
イ
ン

技
術
者
や
公
務
員
と
し
て

建
設
分
野
の
最
前
線
で

数
多
く
の
先
輩
が
活
躍
。

　
　
　
　
　
　

学
科
長　

葛 

漢
彬

研究室
PICKUP
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金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
物
質
や
半
導
体
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

幅
広
く
学
べ
て
充
実
し
た
大
学
生
活
で
し
た
。
個
人
的
に
は
「
材
料
機
能

工
学
実
験
」が
印
象
深
い
で
す
。
初
め
て
触
れ
る
本
格
的
な
実
験
装
置

や
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
大
変
さ
な
ど
を
通
じ
て
、
理
系
学
生
と
し
て
の
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
自
動
車
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー

を
中
心
に
就
職
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
親
は
、
就
職
活
動
に
は
特
に
口
を

出
さ
ず
に
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
大
学
の
就

職
支
援
体
制
は
大
変
心
強
く
思
え
ま
し
た
。
就
職
先
は
、
環
境
に
も
や
さ

し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
を
生
み
出
し
て
い
る
会
社

で
、
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
将
来
、
新
製
品
の
開
発
に
何
ら

か
の
形
で
携
わ
り
た
い
で
す
。

興
味・関
心
に
応
じ
て

幅
広
く
学
び
、希
望
通
り
に
就
職
。

　

高
校
時
代
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
が
、
将
来
に
つ
い
て
思
い
巡
ら
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。「
ど
う
し
た
ら
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
」と
考
え
た
結
果
、
社
会
基
盤
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
気
づ

き
、
選
ん
だ
の
が
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
で
す
。
大
学
で
は
橋
の
構

造
を
主
に
学
び
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
に
参
加
し
、
熊
本
や
群
馬
な
ど
を
訪
れ

た
の
も
貴
重
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
を
活
か
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
大
学
院
に
進
学
し
て

も
っ
と
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
父
に
相
談
す
る
と「
悔
い
の
な
い
道

を
選
べ
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
大
学
院
で
は
、
揺
れ
を
最
小
限
に
抑
え
る
制
震
や
、
地
震
後
に
い

ち
早
く
使
え
る
橋
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
す
る
予
定
で
す
。
将
来
は
橋
梁

設
計
に
携
わ
り
た
い
で
す
。

専
門
性
を
よ
り
高
め
て
、

社
会
に
役
立
つ
橋
を
か
け
た
い
。

卒 業 生 インタビュー
平成29年3月17日、愛知県体育館において平成28年度の
卒業式が挙行されました。早春の陽を受けて晴れやかな卒
業生たちと、その姿を温かく見送る先生方、ご父母の皆さん
が印象的でした。卒業後のさらなるご活躍に期待します。

ア
イ
シ
ン・エ
ィ・ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社

佐
藤
千
晴
さ
ん 

材
料
機
能
工
学
科  

卒
業

就職

名
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

浅
井
駿
弥
さ
ん

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科  

卒
業

進学

名
城
大
学
・
光
デ
バ
イ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
３
月
新
設
「
青
色
L
E
D
を
起
点
と
し
た
新
規
光
デ
バ
イ
ス
開
発
に
よ
る
名
城
大
ブ
ラ
ン
ド
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
研
究
拠
点

Optoelectronic Device Research Center in Meijo University

「
次
代
を
照
ら
す
新
た
な
光
」と
な
る

レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
た
び
、
名
城
大
学
の
理
工
学
部
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

文
部
科
学
省
の
平
成
28
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業（
世
界

展
開
型
）」の
支
援
対
象
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発
展
さ
せ
た
新
た
な
光
デ
バ
イ
ス
の
研
究
開
発
が
強
化
さ
れ

ま
す
。
同
時
に
、
研
究
の
経
過
や
成
果
を
一
般
に
向
け
て
広
報
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
名
城
大
学
の
研
究
の
重
要
性
を
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
も
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
で
す
。

　

研
究
拠
点
と
な
る
の
が
新
設
の
光
デ
バ
イ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。
セ
ン

タ
ー
長
の
竹
内
哲
也
教
授（
材
料
機
能
工
学
科
）ら
は
、
次
世
代
型
光
デ
バ
イ

ス
で
あ
る
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｄ
）を
安
定
的
に
生
み
出
す
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

幅
広
い
産
業
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
の
研
究
を
進
展
さ
せ
、人
々
に
伝
え
る
。

　

電
気
を
単
一
の
光
に
変
え
る
Ｌ
Ｄ
は
、
波
長
に
ば
ら
つ
き
が
な
く
制
御
し
や

す
い
の
が
大
き
な
特
長
で
す
。
そ
の
た
め
、高
効
率
・
高
機
能
照
明
以
外
に
も
、

医
療
用
機
器
や
情
報
機
器
な
ど
、
幅
広
い
分
野
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
実
験
室
を
備
え
、
新
し
い
結
晶
を
作
製

す
る
装
置
も
導
入
し
、
産
学
連
携
の
研
究
も
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
赤
﨑
勇
終
身
教
授
も
、「
研
究
者
や
学
生
の
皆
さ
ん
が
英
知

を
結
集
し
、
次
世
代
デ
バ
イ
ス
を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
成
果
だ
け
で
な
く
研
究
姿
勢
を
伝
え
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
お
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
高
校
で
の
講
義
・
実
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
名
城
国
際
展
開

❶名城大ブランド構築プログラムと「光デバイス研究センター」の新設を記念したシンポジウムが3月27日に開催された。
右から、名誉センター長に就任した赤﨑勇終身教授のあいさつ、来賓の天野浩特別栄誉教授のあいさつ、高校生たちに講演をする竹内哲也教授。
❷プログラムのスタートと並行して校友会館に新設された「赤﨑・天野ノーベル賞記念展示室」には、青色LEDの開発やノーベル賞受賞を解説した
パネルを展示。大学の講義日の10時から16時まで一般公開している。

新設された「光デバイス研究センター」が入る14号館

❶❷





名
城
大
学
理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

平成29年度
理工学部後援会
専門担当委員会

会長　寺西 正明

委員長  鶴田 英孝　　副委員長  逸見 英治

委員　　　   長谷川 清　  山村 和彦　  鈴木 宏康　
藤村 志郎 　 小田原 俊二  伊藤 一男　  山下 隆宏
森 久元 　　 柏田 淳一　  榊原 正己　  津田 義憲　
佐渡 直隆 　 伊藤 弘人　  有本 昌伸 　廣畑 洋祐　
近藤 博之 　 伊藤 嘉浩　  坂根 安則　  関島 憲一　
柴田 眞佐夫  阿知波 孝文  鈴木 規夫　  中根 正喜
三好 強

委員長  鍋井 英雄　　副委員長  河田 直英

委員　　　   澤田 高志　  田口 武彦　  大島 正敬　
菊地 定昭　  伊藤 公一　  葛山 稔晃　  国保 久一
成田 吉男　  岡島 淳二　  錦木 幸男　  高村 和治　
服部 武男　  三輪 恭久　  鈴木 成一郎  滝澤 昇一　
平田 裕一郎 和田 文三　  田財 明　     森 義則　
加藤 稔　     平山 善健     加藤 裕一　  中野 稔久
坂本 庄司     幸村 信樹

委員長  水野 修　　副委員長  宮之上 昭彦

委員　　　   齊藤 久也　  中村 実加　  佐野 錦司　
高井 清和　  一戸 総子　  澤田 貴徳　  加藤 淳一
小島 久直　  加藤 広和　  金住 健一　  若山 浩三　
市川 幸和　  永冨 和幸　  太田 啓文　  深尾 泰弘　
渡邊 良夫    水谷 吉文　  舩戸 繁　     牧野 研二　
川嶋 洋介　  大橋 啓之     菊田 光　     石川 武彦
西島 耕治     

企画担当委員会

　　　 後援会を運営するための予算編成と
　　　 事業計画を推進する
●予算編成　●会則　●定期総会　
●地区懇談会　●フレッシュマンセミナー
●ご父母のための進路セミナー

編集担当委員会

　　　 後援会自主活動の報告
　　　 並びに学部の状況を会員に周知させる
●理工学部紹介DVDの制作について
●後援会会報誌「Scope」の発行について
●後援会ホームページの制作について
●個人情報保護について

福利厚生担当委員会

　　　 後援会として学生に援助し得る
　　　 福利厚生事業を推進する
●学生育英救済制度実施　●災害見舞金制度実施
●学生奨励制度実施　●家庭教育支援制度実施
●学生課外活動援助

役割

役割

役割

後援会の組織図

　

平
成
29
年
度
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
寺
西
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
援
会
会
員

ご
父
母
の
代
表
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
今
年
一
年
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、こ
こ
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
名
城
大
学
創
立
90
周
年
、
そ
し
て
当
理
工
学
部
後
援
会
創
立
40
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
41
年
目
と
い
う
今
年
度
で
す
が
、

大
学
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
１
年
目
と
な
り
ま
す
。伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、

全
国
の
大
学
に
お
け
る
後
援
会
の
先
頭
を
行
く
よ
う
な
活
動
を
推
進
し
、
会
員
の

皆
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
で
は
専
用
の
事
務
局
も
設
置
し
、
常
勤
の
職
員
も
お
り
ま
す
の
で
、
ご
子

弟
に
関
す
る
些
細
な
ご
相
談
な
ど
で
も
ぜ
ひ
後
援
会
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
で
は
、
１
年
生
が
入
学
さ
れ
て
す
ぐ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
始

ま
り
、
卒
業
時
に
は
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
援
助
や
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
ま
で
、

後
援
会
活
動
は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
ご
父

母
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
は
、
地
区
懇
談
会
・
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父

母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
き
っ
と
皆
さ
ま
と
大
学
と
の
距
離
も
縮
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

役
員
・
委
員
と
と
も
に
、「
昨
年
度
よ
り
今
年
度
は
よ
り
魅
力
的
な
後
援
会
に

な
っ
た
」と
皆
さ
ま
に
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
な
後
援
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名城大学理工学部後援会

会長  寺西 正明

学
生
へ
の
支
援
第
一
主
義

　
あ
く
ま
で
も
学
生
へ
の
支
援
を
第
一
に
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
次
に
ご
父
母
へ
の
還
元
、

さ
ら
に
理
工
学
部
の
教
育
・
研
究
へ
の
援
助
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

ご
父
母
と
大
学
・
学
部
と
の

パ
イ
プ
役

　
大
学
や
学
部
と
は
連
絡
を
密
に
し
て
、
協
調

し
、
ご
父
母
と
大
学
・
学
部
と
の
間
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

通
じ
て
在
学
中
の
ご
子
弟
に
対
す
る
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
父
母
の
目
線
で
の
活
動

　
常
に
会
員
で
あ
る
ご
父
母
の
目
線
で
、
ま
た

ご
父
母
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
活
動
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
に
関
係
す
る

諸
団
体
と
の
連
携
強
化

　
理
工
同
窓
会
・
技
術
士
会
等
、
諸
団
体
と
連

携
を
密
に
し
て
、
後
援
会
活
動
の
多
角
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

後
援
会
の
基
本
姿
勢

4 3 2 1

フレッシュマンセミナー P19

ご父母のための進路セミナー P21

地区懇談会 P25 

家庭教育支援セミナー P29

学生奨励表彰式 P31

その他の活動紹介 P33

1

2

3

4

5

6

平成29年度 理工学部後援会 定期総会

1718

大
学
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の

１
年
目
と
な
る
今
年
度
、

よ
り
魅
力
的
な
後
援
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。



1

大学内で学生生活の心構えについてレクチャーを受けた後、三河湾のホテルに移動します。
1泊2日を共にすることで“仲間”とのつながりや教員とのコミュニケーションが生まれます。

4年間の大学生活を
より充実させるために

フレッシュマンセミナー
1

2
3

一つのテーマについて各グループで議論し、
自分の考えを伝えるとともに、
相手の意見を受け入れる協調性を養います。

共同作業を通じて意欲をもって
主体的に勉学をするきっかけをつくります。

信頼できる友人関係を形成することで
大学生活への不安を払拭させます。

新入生対象 セミナー開催目的

freshman 
seminar

1920

　
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
自
分
で

考
え
た
後
、
チ
ー
ム
の
合
意（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）

を
導
き
出
す
の
が「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」で

す
。
話
し
合
い
を
通
じ
て
初
対
面
の
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
と
の
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」

Ⅱ

セ
ミ
ナ
ー

　
チ
ー
ム
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
行
う
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
ら
意
見
を
発
信
し
つ
つ

人
の
意
見
を
き
ち
ん
と
聞
き
、
そ
れ
ら
を
集
約

し
て
発
表
す
る
と
い
う
、
今
後
の
研
究
活
動
の

基
本
と
な
る
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。

話
す
、聞
く
、ま
と
め
る
、発
表
す
る

「
グ
ル
ー
プ
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

Ⅲ
Ⅳ

セ
ミ
ナ
ー

　
講
師
の
指
導
の
も
と
、
人
に
与
え
る
印
象
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
生
同
士
で
実
際
に
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、メ
ー

ル
で
先
生
に
質
問
す
る
際
の
注
意
な
ど
、
必
要

と
な
る
心
構
え
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。

充
実
し
た
学
生
生
活
の
た
め
に

「
大
学
生
と
し
て
の
マ
ナ
ー
」

Ⅰ

セ
ミ
ナ
ー

集合

バス出発

ホテル到着

ホテルの部屋で
夕食タイム

マナー講座

　学後、徐々に友人ができて
きましたが、まだまだ同じ学
科に所属していても話したこ
とのない人が大半です。１泊
２日のセミナーに不安もあり
ますが、この機会に多くの人
と交流できるチャンスが広が
れば良いと期待しています。

入

　ミナーⅠでは、表情が相
手に与える印象についての
話が特に心に残りました。
これまでも「あいさつ」は心
がけていましたが、特に目上
の方とのやりとりなど、今ま
で以上にマナーに気をつけ
るようにしたいと思います。

セ

　ミナーⅠでは、人の目を
見て話すことやコミュニケー
ションの重要性を再認識で
きました。移動のバスの中
では、さっそく仲間との交流
を図り、楽しく過ごせそうで
す。到着してからのセミナー
内容も楽しみにしています。

セ

　系女子は少ないですが、移
動の車中では少数派が集まっ
て「女子トーク」に盛り上がり、
結束力が高まりました。「期待
半分、不安半分」のセミナー
ですが、ホテルに到着した今、
多くの仲間との友好関係を築
きたいと思っています。

理

　またま夕食の席で隣
同士になるのも、初めて
話す良いきっかけだね。
献立もいろいろバラン
ス良くて、大満足だよ。

た

　鮮なお刺身をはじめ
魚料理、肉料理、デザー
トまであって嬉しいね。
しっかり食べて、充実し
たセミナーにしよう！

新

　ンセンサスゲームを通
して、これまで接する
機会がなかった人と打
ち解けて話すことがで
きたのが良かったな。

コ

　人ひとり違う考え方
があるものだなと改
めて思ったよ。こうい
う機会に恵まれて、
とても楽しいね。

一



2

理工学部生の進路報告や、最近の就職事情についての解説、
就職活動を終えた学生たちによるパネルディスカッションなどで構成された充実のセミナーです。
毎年ご参加いただいているご父母も多数います。
昨年の開催の様子に沿って、主な内容をご紹介しましょう。

就職・大学院進学の
現状を知る絶好の機会！

ご父母のための進路セミナー

●
開
催
の
目
的

就
職
活
動
の
現
状
を
知
る

大
学
院
で
学
ぶ
意
義
を
考
え
る

学
び
の
施
設
を
見
学
す
る

● 

日
時

６
月
24
日（
土
）　
時
〜　

時　

分

※

大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー
・
学
食
体
験
を
ご
希
望
で
な
い
場
合
は

　

13
時
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

会
場

名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス 

共
通
講
義
棟
北
１
階
名
城
ホ
ー
ル（
N
１
０
１
）

● 

参
加
対
象
者

理
工
学
部
全
学
年
の
ご
父
母

11

16

50

希
望
者
向
け
特
別
企
画（
無
料
）※

要
事
前
申
込

　

大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー

　

 『
名
城
食
堂
』学
食
体
験

ご
来
場
特
典

冊
子『
ご
父
母
と
一
緒
に
考
え
る

理
工
学
部
生
の
進
路
』進
呈

※

ご
子
弟
を
取
り
ま
く
進
路
の
現
状
を

　

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。

大学施設見学ツアー（希望者のみ）

受付を済ませた後、学科別のグループに
分かれて、最新の研究機能を備えた『研
究実験棟Ⅱ』や『附属図書館』、学生が所
属する学科の講義風景等を見学し、研究
内容についての説明を受けます。

1

『名城食堂』学食体験（希望者のみ）

ふだん学生たちが利用している学食で、
学生たちと同じようなスタイルで料理を
お召し上がりいただきます。
（ただし、メニューについては当セミナー
限定の内容となります）

2

パネルディスカッション
キャリアセンターの担当者が大学として
の就職活動へのサポート体制の数々をご
紹介します。続いて、昨今の就職状況に
詳しい方をゲストに迎えて話を聞きます。
その後、ゲストと学生たちをパネラーとし
て、《就職活動の本音》を語り合うディス
カッションを行います。
昨年は、初めて会場のご父母にも質問を
投げかけてお答えいただく双方向性のス
タイルを導入し、大好評でした。

4

学科別懇談
学科別の会場に移動した後、学科長あい
さつに続いて、学科の教育方針や就職状
況、大学院進学についての説明を行いま
す。ご父母からの疑問・質問にお答えする
時間もご用意しています。

5

全体懇談
後援会長、理工学部長、理工同窓会長の
あいさつに続いて、理工学部における最
近の就職状況や大学院進学についてお
話しします。

【就職と進学について】
理工系分野で高度専門職としての活躍を
目指すのなら、大学院を経て就職するの
が望ましいとの声もあります。学部卒で
就職することのメリット・デメリットや大学
院進学の意義、進学にあたっての各種サ
ポート等についてご紹介します。

3

12

schedule

2122

check!



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
E
S（
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
）も
な
か
っ
た
親
世
代
の
就
職
活
動
当

時
と
現
代
で
は
、
就
職
を
と
り
ま
く
環
境
も

学
生
た
ち
の
動
き
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま

す
。
親
と
し
て
、
子
ど
も
世
代
の
就
職
に
不

安
を
覚
え
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
就
職
活
動
全

般
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
大
学
の
就
職

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
学
生
た
ち
の
率
直
な
思
い

な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　　 を片手に
双方向コミュニケーション！
　昨年は、受付時に資料とともに「クリッカー」をお渡しして、
パネルディスカッションの際に活用しました。
　ディスカッションの進行役から会場のご父母に本ページ下
のような質問をし、その結果を見ながら壇上のパネラーがそ
れぞれの思いを述べる…というリアルタイムのやりとりは、
大いに盛り上がりました。

　

一
般
に
は
、
大
学
卒
業
後
は
就
職
し
て
社

会
に
出
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
大
学
院
へ
進
学
す
る
と
い
う
道
も
あ
り

ま
す
。
特
に
理
工
系
に
お
い
て
は
、
企
業
側

が
大
学
院
卒
を
重
用
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
就
職
を
見
据
え
た
上
で
大
学
院
に
進

学
す
る
学
生
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
名
城
大

学
は
大
学
院
理
工
学
研
究
科
を
備
え
、
多
彩

な
分
野
で
最
先
端
の
研
究
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
名
城
大
学
大
学
院
で
は
学
業
成
績
お
よ

び
人
物
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
奨
学
制
度
を

設
け
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
大
学
院

進
学
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

就
職
活
動
の

現
状
を
正
し
く
理
解

大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
考
え
る

　

当
日
は
、
最
新
の
研
究
機
能
を
備
え
た
地

上
４
階
地
下
１
階
建
て
の『
研
究
実
験
棟
Ⅱ
』

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
究
施
設
の
見
学
ツ

ア
ー
を
学
科
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。
研
究
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
教
員
の

指
導
の
も
と
で
院
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

実
験
に
取
り
組
む
学
部
生
た
ち
の
様
子
を
目

に
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
理
工
学
部
生
の

日
常
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
び
の
施
設
を

見
学
す
る

●出席はがき／本誌に同封されているパンフレット「ご父母のための進路セミナー」の受講申込
はがきに必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●理工学部後援会ホームページ／「ご父母のための進路セミナー」の受講参加申込専用フォーム
に必要事項をご記入の上、送信してください。
※開催会場へのアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたはパンフレットをご覧ください。

セミナー参加お申込方法

interview
ご
父
母
の

皆
さ
ま
の
声

panel discussion
充
実
し
た
学
び
の
環
境
に

感
心
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
入
学
を
機
に
、
一
度
は
大
学
の
環

境
を
見
て
お
こ
う
と
考
え
、
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
思
っ
た
以
上
に
施
設
・
設
備
が
充
実
し
て

い
ま
す
ね
。
大
学
が
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
就
職
は
ま
だ
先
で

す
が
、
子
ど
も
本
人
が
決
め
た
道
を
進
む
よ

う
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
す
る
た
び
に

気
づ
き
や
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

２
年
連
続
し
て
の
参
加
で
す
。
就
職
状
況

は
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
ね
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
方
は
、
説
明
が
分
か
り
や
す
く
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
司
会
ぶ
り
も
お
見
事

で
し
た
。
前
回
参
加
し
た
時
に
は
な
か
っ
た

「
ク
リ
ッ
カ
ー
」を
使
っ
て
の
進
行
は
、す
ぐ
結

果
が
出
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

充
実
し
た
内
容
の
一
日
で
、

参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

昨
年
は
こ
う
し
た
機
会
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
ず
、
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
と
て

も
い
い
セ
ミ
ナ
ー
で
す
ね
。
子
ど
も
は
教
員
志

望
の
よ
う
な
の
で
す
が
、
就
職
状
況
に
つ
い
て

知
っ
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
わ
が
子
の
進
路
に
つ
い
て
は
本

人
の
意
志
を
尊
重
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
路
に
つ
い
て
子
ど
も
と
話
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
３
年
生
と
な
り
、
い
よ
い
よ
本
気

で
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
時
期
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
夫
婦
で
参
加
し
ま
し
た
。
就
職
す
る
か

大
学
院
に
進
学
す
る
か
、
今
日
の
話
を
参
考
に

子
ど
も
と
話
す
つ
も
り
で
す
が
、
迷
う
な
ら
大

学
院
進
学
の
方
向
で
考
え
て
も
い
い
か
な
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。

数
学
科

１
年
生
の
ご
父
母

機
械
工
学
科

３
年
生
の
ご
父
母

数
学
科

２
年
生
の
ご
父
母

材
料
機
能
工
学
科

３
年
生
の
ご
父
母

2324

　　お子さんの学年は
1  1 年生　108人
2  2 年生　64人
3  3 年生　77人
4  4 年生　19人

　　職種について
1  専攻に則した仕事に就いてほしい　83人
2  本人のやりたいことが
　　あればなんでもよい　180人

Q

Q

　　就職先について
1  地元の企業に就職してほしい　119人
2  国内企業であれば全国OK　82人
3  外資系企業でも可 　68人

　　就職活動の流れを
1  知っている　28人
2  だいたい知っている　152人
3  知らない　80人

Q

Q

　　就職活動、親として
1  最初から最後まで協力したい　73人
2  頼ってきたら、相談に乗る　172人
3  すべて本人に任せる　7人

　　子どもには
1  学部で卒業して就職してほしい　76人
2  大学院に進学してほしい　41人
3  どちらでもよい　141人

Q

Q

ご父母の皆さまにクリッカーでお答えいただきました。

ク リ ッ カ ー

質  問  項  目 クリッカー（無線端末）のボタン（番号）を押してお答え
いただいた結果は、即時にパソコンで集計されます。

出席はがき、またはホームページよりお申込ください。
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3

学部の先生方の協力を得て実施している地区懇談会は、
ご父母の皆さまと先生方とが直接お話しいただくことができる貴重な機会です。
名古屋会場をはじめ全国各地に会場を設けて開催しますので、ぜひご参加ください。

先生方と、じっくり話す
貴重な一日

地区懇談会schedule
学科別懇談
14：00
学科別に分かれて、教務
関係や就職、大学院進学
などについての説明を受
けます。

4
受付開始 
12：30～
受付で資料などを受け
取って全体懇談会場へ
向かいます。

1

個別懇談
待合懇談 14：30
別室にて個別相談を行い
ます。個別相談の順番が
来るまで学科別懇談会場
では学科全体についての
ご父母からの質問に先生
が丁寧に答えてくれます。

5
理工学部紹介
DVD上映 13：00
映像を通して、各学科の
研究内容や学内施設、先
生方のご活躍ぶりや学
生たちの学部での日常
の様子を知ることができ
ます。

2

懇親パーティー 
16：40～17：50
和やかな雰囲気の中で、
先生とご父母が飲食を
ともにしながら自由に話
の花を咲かせます。

6
全体懇談 
13：40
後援会長のあいさつに
続いて、学部長から理
工学部の研究活動の現
状や施設の充実につい
てほか、名城大学並び
に理工学部全体の説明
があります。

3

名古屋会場

schedule 福岡・津・浜松・大垣・松本・富山・岡山会場
❶受付開始 9：30～
❷理工学部紹介DVD上映 10：00
❸全体懇談 10：40
❹個別懇談・待合懇談 11：20
❺昼食会 13：00～14：00
全体の流れおよび内容は、各地区とも名古屋会場と
共通です。理工学部とご子弟の現状についてご父母
の皆さまからお気軽にご質問・ご相談いただけます。
名古屋会場より参加者数が少ない分、和やかな雰囲
気で、年々、ご夫婦でのご参加が増えています。

地区懇談会とは
教務・就職・進学について各担当の先生より詳しくご説明します。

ご子弟の成績や進路、学生生活についてご相談いただき、
きめ細やかなご説明と適切なアドバイスでお応えします。

大学の状況や進路などについて疑問や心配事を
先生や他のご父母の皆さまと共に問題解決していきます。
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地区懇談会参加お申込方法

interview

伝馬町

成子

連尺 板屋町

旭町JR浜松駅北口

新浜松駅

アクトシティ浜松
●

第一通り駅

浜松駅

遠州鉄道

JR東海道本線

東海道新幹線

257

152

62

ホテルクラウンパレス浜松

257

至名古屋

至東京

メイワン● JR浜松駅東

砂山東

バス
ターミナル

浜松会場 10月1日●日 10：00
ホテルクラウンパレス浜松
静岡県浜松市中区板屋町110-17
Tel.053-452-5111

福岡会場 9月23日●土 10：00
ホテルクリオコート博多
福岡県福岡市博多区博多駅中央街5-3
Tel.092-472-1111

津会場 9月30日●土 10：00
ホテルグリーンパーク津
三重県津市羽所町700
Tel.059-213-2111

大垣会場 10月7日●土 10：00
ロワジールホテル大垣　
岐阜県大垣市宮町1-13
Tel.0584-81-0111

松本会場 10月9日●月●祝10：00
ホテルモンターニュ松本
長野県松本市巾上３-２
Tel.0263-35-6480

富山会場 10月21日●土 10：00
オークスカナルパークホテル富山
富山県富山市牛島町11-1
Tel.076-433-1122 （0120-372-555）

新富町

富山駅前中央

あいの風とやま鉄道線

北陸新幹線

神通町

富山駅

オークスカナルパークホテル富山

牛島新町

赤江町

富山地方鉄道市電

富山ライトレール●

●

アーバンプレイス

マリエとやま

208

208
22

富山地方鉄道市電 富山地方本線

至金沢

至糸魚川

TKP岡山カンファレンスセンター
岡山県岡山市北区下石井1-3-12 アパホテル2F
Tel.086-235-5733

中央二丁目中央一丁目

西松本駅
栄橋

国府町

巾上

JR篠ノ井線
至篠ノ井

JR大糸線
至糸魚川

松本電鉄

田川

●松本バスターミナル

松本協立病院●

143

143

297

295

JR篠ノ井線
至塩尻

本庄一丁目

松本駅

ホテルモンターニュ松本

19

松本駅前

渚三丁目

アルプスロ

東光2丁目

音羽

博多駅（筑紫口）

博多駅東

九州新幹線

至小倉

JR博多南線

福岡都市高速
環状線

山陽新幹線

JR鹿児島本線

博多駅
博多バスターミナル●

202

385

博多区役所

御笠川

ホテルクリオコート博多

43

555

博多駅前3丁目

博多駅（バスターミナル前）

          

栄町3

津駅入口

栄町2

県庁前

津駅

JR紀勢本線

伊
勢
街
道

近鉄名古屋線

安濃川

23

114

ホテルグリーンパーク津

三重県庁

10

至新宮

19
津駅西

県庁西

至近鉄名古屋

至伊勢中川

ロワジールホテル大垣

大垣市役所

水門川

●

●大垣城

JR東海道本線

養老線

室本町

神田町1 郭町

禾森交差点

伝馬町

寺内町船町4

高屋町

大垣駅
室駅

258

57

31 18

18

237

212

至
名神高速道路

大垣IC

至名古屋

至米原

●岐阜バスセンター
大垣中央病院

奉還町東

山陽新幹線

JR山陽本線

JR吉備線

JR宇野線

53

岩田町

岡山駅西口

西
川
緑
道
公
園

岡山駅

TKP岡山カンファレンスセンター

イオンモール
岡山

至大阪

至広島 幸町

岡
山
電
気
軌
道

岡山駅前駅

●

●タカシマヤ

ANAクラウンプラザ
ホテル岡山

アパホテル
〈岡山駅東口〉

10月8日●日 13：00

名古屋栄東急REIホテル
名古屋市中区栄3丁目1-8　
Tel.052-251-0109
「栄駅」8番出口より徒歩約8分
「伏見駅」4番出口より徒歩約8分

材料機能工学科
環境創造学科
建築学科

広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

●

●

袋町通

本重町通 8番出口

4番出口

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

名古屋栄東急REIホテル

数学科・情報工学科・電気電子工学科
応用化学科・機械工学科

10月15日●日 13：00

ホテル名古屋ガーデンパレス
名古屋市中区錦3丁目11-13 Tel.052-957-1022
「栄駅」1番出口より徒歩約5分
「伏見駅」1番出口より徒歩約8分

交通機械工学科・メカトロニクス工学科
社会基盤デザイン工学科

10月22日●日 13：00

広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

袋町通

本重町通

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

1番出口

● ●

1番出口

ホテル名古屋ガーデンパレス

岡山会場 10月28日●土 10：00

大
学
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
く
良
い
機
会
。

　
理
工
学
部
に
つ
い
て
ご
父
母
に

ご
理
解
い
た
だ
く
上
で
、
こ
う
し
た

交
流
の
機
会
が
あ
る
の
は
良
い
こ

と
で
す
ね
。
学
生
を
指
導
す
る
我
々

に
と
っ
て
も
、
親
御
さ
ん
の
気
持
ち

を
知
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、「
学
生

を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
き
た
い
気
持

ち
は
同
じ
」と
再
認
識
で
き
ま
す
。

成
績
や
進
路
に
つ
い
て

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
父
母
か
ら
の
ご
質
問
内
容
は
、

や
は
り
進
級
や
就
職
に
関
し
て
の
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た
機
会

に
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
お
聞
き
に
な
っ

て
、
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
地
区
懇
談
会
は
、
同
じ

立
場
の
ご
父
母
同
士
で
お
話
を
す
る

場
と
し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

会場と日程のご案内 名古屋会場13：00より開催 地方会場10：00より開催

●理工学部後援会ホームページ
参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、
送信してください。（8月初旬より受付）

●出席はがき
8月初旬に郵送される「案内パンフレット」の申込はがきに
必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。

先
生
方
の声

先
生
か
ら
の
親
身
な

ご
指
導
が
あ
り
が
た
い
。

　
先
生
方
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気

な
の
で
、
安
心
で
き
ま
し
た
。
個

別
懇
談
で
は
、
わ
が
子
の
成
績
や

現
状
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
卒
業
に
向
け
て
単
位

を
確
実
に
取
得
す
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
就
職
支
援
や
大
学
院
へ
の
進
学

な
ど
、
子
ど
も
の
将
来
に
向
け
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

参
考
に
な
っ
た
の
で

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

　
わ
が
子
の
学
校
生
活
や
卒
業
後

の
進
路
に
つ
い
て
知
る
良
い
機
会

だ
と
思
い
、参
加
し
ま
し
た
。

　
先
生
方
の
お
話
は
も
ち
ろ
ん
、

学
科
別
懇
談
で
の
3
、
4
年
生
の

ご
父
母
か
ら
の
質
問
や
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
で
の
父
母
同
士
の
話
か
ら

も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
こ

の
先
の
就
職
も
気
に
な
る
の
で
、

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

共
有
で
き
る
の
が
良
い
。

　
学
科
別
懇
談
の
席
で
、参
加
の
ご

父
母
か
ら「
う
ち
の
子
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
足
り
な
く
て…

」

と
い
う
声
が
あ
り
、「
わ
が
子
だ
け

じ
ゃ
な
い
」と
妙
な
安
心
感
が
あ

り
ま
し
た（
笑
）。

　
個
別
懇
談
で
は
先
生
に
何
で
も

聞
け
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

自
宅
に
送
ら
れ
て
く
る
子
ど
も
の

成
績
表
の
見
方
や
成
績
の
現
状

が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

数
学
科

４
年
生
の

ご
父
母

交
通
機
械

工
学
科

１
年
生
の

ご
父
母

応
用
化
学
科

２
年
生
の

ご
父
母

ご
父
母
の声

3組のご父母の皆さまにお話をお聞かせいただきました。

先生方にとっても、個別懇談や懇親パーティーを通して
ご父母の皆さまと直にお話をする良い機会となっています。

出席はがき、またはホームページよりお申込ください。



●出席はがき／本誌に同封されている各パンフレット、「家庭教育支援セミナー 講演会」または「家庭に活かす心理学講座」の
受講申込はがきに必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●理工学部後援会ホームページ／「家庭教育支援セミナー 講演会」または「家庭に活かす心理学講座」の各受講参加申込専用
フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。
※各開催会場やアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたは各パンフレットをご覧ください。

セミナー参加お申込方法

lecture

4

ご父母の皆さまに、家庭教育の重要性について再確認していただくとともに、
ご子弟の悩みごとに対応する能力を身につけていただくことを目的として、
各地での講演会や、学内での心理学講座を実施します。
ぜひともご活用ください。

青年期の
心の理解を深める

家庭教育支援セミナー

2930

家
庭
に
活
か
す

心
理
学
講
座

　
当
講
座
は
心
理
学
を
中
心
と
し
た
内
容
を
ご
父
母
の

皆
さ
ま
に
ご
提
供
し
、
そ
れ
を
ご
家
庭
に
活
か
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
目
的
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
心
理
学
に
つ
い
て
は
初
学
者
に
も
わ
か
り

や
す
く
、
初
歩
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　
心
理
学
等
の
学
問
的
内
容
の
理
解
を
し
、
家
庭
教
育
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
さ
ら
に
こ
の

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
父
母
世
代
の「
自
分

探
し
」、
ま
た
子
育
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
、
こ
れ
か
ら
続

い
て
い
く
質
の
高
い
人
生
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

名城大学天白キャンパス
11号館 504教室・第一会議室など

平成29年7月～平成30年3月 全20回

●受講時間 各回13：00～16：15（休憩15分）
●定員 50名（一度当講座を受講されたご父母はお申込できません）
●受講料 無料（別途教材費がかかる場合があります）

●担当講師

鈴木亮子 先生
鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 医療福祉学科 准教授

吉住隆弘 先生
中部大学 人文学部 心理学科 准教授

吉田琢哉 先生
岐阜聖徳学園大学 教育学部 准教授

早川由美 先生
名古屋工業大学 学生相談室カウンセラー

川島一晃 先生
皇學館大学 文学部 コミュニケーション学科 助教

信太寿理 先生
愛知淑徳大学 非常勤講師

清水麻莉子 先生
中部大学 非常勤講師

吉本直美 先生
名城大学 非常勤講師

家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

講
演
会

　
優
秀
な
講
師
を
全
国
各
地
に
派
遣
し
、
気
軽
な
講
演
会
、

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
家
庭
教
育
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
が
身

近
な
相
談
役
と
し
て
ご
子
弟
の
悩
み
な
ど
に
対
応
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
名
城
大
学

が
開
講
し
、
文
部
科
学
省
、
地
方
自
治
体
、マ
ス
コ
ミ
な

ど
も
大
変
注
目
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
ご
父
母
の
方
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
は
何
回
で
も
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
内
容
が
深
ま
り
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

和氣洋美 先生
神奈川大学
名誉教授 
博士／医学
専門／知覚認知心理学
　　　高齢者障害者福祉心理学

名古屋会場 7月16日●日

吉田俊和 先生
岐阜聖徳学園大学
教育学部 教授 
名古屋大学 名誉教授
博士／教育心理学
専門／社会心理学

平石賢二 先生
名古屋大学大学院
教育発達科学研究科 
教授 
博士／教育心理学
専門／生涯発達心理学

●講演 13：00～14：20
●質疑応答・フリーディスカッション 14：30～15：10
●受講料 無料

親子関係の生涯発達

浜松会場 7月29日●土

津会場 8月19日●土
名古屋会場 7月30日●日

名古屋会場 8月6日●日

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

サーラシティ浜松２階柊

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

三重県教育文化会館 第3会議室

講演
テーマ

発達障害児の視覚認知特性と発達支援講演
テーマ

対人関係を科学する講演
テーマ

出席はがき、またはホームページよりお申込ください。



ceremony

　　　　　　　
1  目的　　　　　　　　この制度は、名城大学理工学部の学生で、人物・学業共に、優れた者あるいはスポーツ並びに文化活動において、大学の名声を
　　　　　　　　　　　　とくに広めた者に対し、その功績をたたえるとともに、本人をはじめ他の学生の今後の励みになることを念願して設立する。
2  適用範囲　　　　　　名城大学理工学部に在籍する学生。
3  審査方法及び機関　　理工学部長の推薦により、理工学部後援会福利厚生委員会において審議決定する。
4  審議時期　　　　　　適時
5  奨励方法　　　　　　表彰状並びに副賞（記念品）とする。
6  ① 表彰者選出基準

　② 上記区分以外で、会長若しくは学部長の推薦により、後援会福利厚生委員会が妥当と認めた者に対しても、上記区分に該当する者と同様に表彰することができる。
　③ 前項①②共、後援会費納入会員の子弟とする。
7  表彰方法　　　　　　表彰者氏名及び該当事項を公示し、後援会委員会の席上において表彰する。
8  施行期日　　　　　　昭和57年4月1日付をもって施行する。
　　　　　　　　　　　 附則　平成5年10月21日 一部改正　平成10年3月24日 一部改正　平成11年6月4日 一部改正　平成25年1月30日 一部改正　以上

区分　　　　　資格　　　　　基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間引当数

学術関係　　　個人　　　　　3・4学年に在籍する者のうち、人物・学業共に優秀な学生で各学科ごとに推薦された者。　　　　　　 1学科4名以内

スポーツ関係　個人又は団体　一、名城大学体育運動部に所属し、東海大学選手権大会又はリーグ戦等に於いて優勝したチーム。又は個人。   若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。
　　　　　　　　　　　　　　三、前一・二号優勝者以外で個人賞として特別に表彰された者。
　　　　　　　　　　　　　　四、体育会運動部主将として著しく部の発展に貢献した者。但し在学中一回限りとする。

文化関係　　　個人又は団体　一、名城大学文化クラブに所属し、東海又は中部大会以上の競技会に於いて優勝した個人又は団体。　 若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、前号以外で、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。

平成28年度 理工学部後援会 学生奨励制度表彰者（学年は平成29年2月現在のもの）

名城大学理工学部後援会学生奨励制度表彰規定

　　　　　　　学術関係
数学科　　　　　　　 3年  岸田 崇裕 3年  佐藤 修一
　　　　　　　　　　 3年  鈴木 文哉 3年  龍田 隆誠

情報工学科　　　　　 3年  大島 朱音 3年  鴨下 友馬
　　　　　　　　　　 3年  林 由英 3年  平田 秀平

電気電子工学科　　　 3年  市川 翼 3年  後藤 和哉
　　　　　　　　　　 3年  平松 侑樹 3年  廣田 奈緒美

材料機能工学科　　　 3年  石本 聖治 3年  寺澤 美月
　　　　　　　　　　 3年  平岩 恵 3年  横井 里奈

応用化学科 3年  磯貝 昌也 3年  丹羽 悦子
　　　　　　　　　　 3年  山口 輝倫 3年  横井 渓太郎

機械工学科 3年  山副 樹 3年  豊田 晋也
　　　　　　　　　　 3年  矢敷 啓太 3年  小木曽 里沙

交通機械工学科　 3年  伊藤 亮太 3年  金子 慶保
　　　　　　　　　　 3年  近田 侑生 3年  田口 航　

メカトロニクス工学科 3年  城山 義浩 3年  高岡 歩美
　　　　　　　　　　 3年  辻 大靖 3年  十塚 圭佑　

社会基盤デザイン工学科 3年  岩佐 直哉 3年  中村 汐里
　　　　　　　　　　 3年  早川 伯彦 3年  吉田 聡一郎

環境創造学科　　　　 3年  田口 結美 3年  鈴木 耀
　　　　　　　　　　 3年  前田 真里 3年  中川 諒穂　

建築学科　　　　　　 3年  市川 友己 3年  伊藤 芳季
　　　　　　　　　　 3年  酒井 理帆 3年  竹中 智美　

 　　　　　　　スポーツ関係
● 舞踏研究会
交通機械工学科2年  岡野 真治
　第52回 中部日本学生競技ダンス選手権大会 種目別戦
　団体戦の部　クイック　優勝

● ヨット部
交通機械工学科3年  早川 裕文
　中部学生オープンレガッタ　優勝

● スケート部　
材料機能工学科2年  砂古口 藍子
　第89回 日本学生氷上競技選手権大会　アイスダンス準選手権　優勝

● 女子駅伝部
数学科4年  湯澤 ほのか
　第34回 全日本大学女子駅伝対校選手権大会　3位 
　体育会女子駅伝部主将として著しく部の発展に貢献
　（活躍の様子は6ページをご覧ください）

 　　　　　　　　文化関係　
● 将棋部
春季中部学生将棋団体戦　優勝
秋季中部学生将棋団体戦　優勝

● 平成28年度 電気・電子・情報関係学会 東海支部連合大会
電気学会Ｂ賞　情報工学科4年　金松 友哉

● エコノパワークラブ
本田宗一郎杯Honda  エコマイレッジチャレンジ2016 第36回全国大会
　グループⅢ（大学・短大・高専・専門学校生クラス） 準優勝

● 第5回 全国学生英語プレゼンテーションコンテスト
奨励賞  材料機能工学科3年  平岩 恵

3132

音楽に合わせて滑り
美しく踊るアイスダ
ンスの魅力を大学で
再認識しました。
スケート部として表彰
され、嬉しいです！

誘われるまま入った
舞踏研究会ですが、
自分に合っていたよう
です。少なくともペア
を組む先輩の在学中
はがんばります！

将棋部は自由な雰囲
気なので、気負いな
く勝負に挑めます。
先輩は後輩を、後輩
も先輩を、互いに支
え合った結果です！

5

理工学部後援会による学生奨励制度とは、
対象の年度内に学術・スポーツ・文化の各分野において、
めざましい活躍をしたと認められる理工学部在籍の学生たちの努力と成果を表彰するものです。
平成28年度は50名・2団体が選ばれ、平成29年2月28日に表彰式が行われました。

日 、々積み重ねた
努力の結実を讃えて

学生奨励表彰式

謝辞を述べる
平岩 恵さん
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6

理工学部後援会では、本誌面でご紹介してきた諸活動のほか、
様々な支援・援助活動を行っています。

学生とご父母を
多面的にサポート

その他の活動紹介

理工学部後援会 定期総会の開催
平成29年４月１日（土）の入学式後、天白キャンパス共通講義棟（東）３０４教室において、

理工学部後援会定期総会が開催されました。議案はすべて承認され、

平成29年度会長には寺西正明氏（機械工学科４年ご父母）が選出されました。

理工学部後援会 ホームページの制作
後援会活動や大学についての最新の情報を迅速にご父母の皆さまに提供するため、

ホームページを制作しております。

「ご父母のための進路セミナー」「地区懇談会」「家庭教育支援セミナー」へのご参加のお申込も

ホームページから行うことができますので、ぜひご利用ください。

また、「フォトアルバム」には活動の様子を掲載していますので一度ご覧ください。

理工学部紹介DVDを制作
「名城大学理工学部紹介DVD」を制作し、毎年開催される地区懇談会などで上映しています。

会報誌「Scope」の発行
後援会活動の紹介、キャンパス、ご子弟の様子、ご父母の皆さまの声などを掲載しています。

難関資格取得者に記念品を贈呈
学生が取得した資格の中で、難関資格を取得した学生に対し記念品を贈呈します。

TOEIC® 受験援助
１２月に本学にて実施するTOEIC-IP試験について、

理工学部3年生は全員無料で受験できます。

卒業記念品贈呈・卒業パーティー援助
会員ご子弟の卒業生全員に対し記念品を贈呈しています。

学会発表の援助
学会や研究会で発表する学生へ旅費や参加費を援助しています。

学生用図書の援助
学生の勉強の参考となる図書の購入を援助しています。

林 

友
美  

契
約
職
員

　

後
援
会
事
務
局
に
は
、
学
生
さ
ん
や
先
生
方
ほ

か
、
様
々
な
方
が
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励
む
日
々

で
す
。
４
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味
の
ひ
と
つ
と
し
て

書
道
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
筆
を
手
に
、
心
を
鎮

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
高
校
生
の
娘
と
、
劇
団

四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
て
心
躍
ら
せ
る
ひ
と
と

き
も
、
大
切
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
事
務
全
般
（
事
務
補
助
業
務
）

吉
本 

直
美  

会
計
幹
事
（
事
務
局
次
長
）

　

後
援
会
業
務
以
外
に
も
研
究
者
と
し
て
の
一
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。
人
間
科
学
博
士
も
取
得
し
、

年
に
数
回
の
学
会
発
表
も
こ
な
し
、
さ
ら
に
多
く

の
研
究
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
に

忙
し
い
な
が
ら
も
、
趣
味
の
時
間
も
大
切
に
し
、

海
外
旅
行
を
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
会
計
お
よ
び
事
務
全
般　

●
地
区
懇
談
会
・
育
英
給
費
生
制
度
・
後
援
会
寄
贈
図

書
・
学
生
奨
励
表
彰
制
度
・
名
簿
管
理
な
ど

堀 

一
貴  

事
務
局
長

　

人
と
話
す
こ
と
、人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
好
き
な
、

明
る
い
性
格
で
す
。
笑
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
落

語
や
漫
才
な
ど
を
聴
い
て
、
皆
さ
ま
に
笑
っ
て
も
ら

え
る
話
術
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
に
つ
い
て

は
、
名
城
大
学
で
は
お
そ
ら
く
一
番
詳
し
い
と
の
自

負
も
あ
り
ま
す
。a
i
k
o
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ

の
時
に
派
手
に
踊
っ
て
い
る
姿
は
普
段
か
ら
は
想
像

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
熱
心
な
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

フ
ァ
ン
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
事
務
全
般　
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

理
工
学
部
紹
介
D
V
D
・
会
報
誌
S
c
o
p
e
な
ど
の
広

報
関
係　
●
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め

の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
・
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

こんにちは。理工学部後援会事務局です。
理工学部後援会事務局は常勤職員3名が常駐しています。事務局は11号館2階

（11-221室）にあります。後援会に対して、ご意見などありましたら、事務局ま

でお気軽にご連絡ください。また、ご子弟の学生生活等について、不安などあり

ましたらご相談に応じます。家計が急変された方もご遠慮なくご相談ください。

なお、ご相談内容については秘密厳守いたしますので、ご安心ください。

Tel&Fax052-831-9214  jimukyoku@meijo-rikokoen.jp

理工学部後援会ホームページ http://www.meijo-rikokoen.jp

分からないこと、気になること、心配事はすぐこちらへご相談ください。
平成29年度 理工学部後援会 定期総会

理工学部後援会 ホームページ

理工学部紹介DVDと年1回発行される会報誌「Scope」

平成28年度 卒業パーティー

Scope読者の皆さまに抽選でプレゼント！ 応募締切は6月30日
岐阜県関市在住のイラストレーター。
鳥山明氏の二代目アシスタントという
経歴を持つ。雑誌「Daytona」連載
や探し絵本「トムとジェリーをさがせ！
びっくりタウンは大さわぎ」が人気。オ
リジナルのモーターパニックシリーズの
個展も好評。廃材アート「共鳴ロジック」
のメンバーでもあり巨大な作品を造っ
ている。http://art-front.com/

Scope44号の表紙絵を描いていただいた
まつやまたかしさんのオリジナルパスケース
を抽選で3名様にプレゼントいたします。
ご応募は後援会ホームページの応募フォーム
に必要事項をご記入の上、送信してください。
皆さまのご応募をお待ちしています。
（当選者の発表は、パスケースの発送をもって代えさせてい
ただきます。なお、絵柄は選べませんのでご了承ください。）

まつやまたかし

学生の進路
キャリアプラン
の相談

学生の健康相談
こころの相談

奨学金など
の相談

成績・履修など
の相談

ご父母の
相談窓口

学務センター
（生活支援G）
Tel 052-838-2028（直通）
「タワー75」 4階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

学務センター
（理工学部）

Tel 052-838-2023（直通）
「タワー75」 3階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

キャリアセンター

Tel 052-838-2040（直通）
「タワー75」 4階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

保健センター

Tel 052-838-2031（直通）
 「本部棟」 1階 
月～金曜日 8:50～21:00
（土曜日は17:20まで）

理工学部後援会
事務局

Tel 052-831-9214（直通）
 「11号館」 2階 
月～金曜日 9:00～17:30

▼▼▼▼▼


